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この報告 で は、1980年 代 の半 ば以降の 中部 ヨーロ ッパの ドイツ語圏(ド イツ連邦共和 国、オー
ス トリア、そ してスイスの一部)を 中心 として、 オラ ンダ、そ、して フィンラン ドを除 くスカ ンジ
ナ ビア諸 国(デ ンマーク、 ノルウェー、 スウェーデ ン)に お ける、 アイヌ と沖縄 をは じめ とす る
少数民族 ・文化 を含 む 日本 の社会 と文化 を研究対象 とす る文化 ・社会人類学、社会学 、経 済学 、
そ して政治学 をも含 む最 も広 い意味 において の社会科学 の分野 にお ける研 究の現状 と動 向を扱 う
もの とす る。 なお、それ より以前 の同地域 における 日本研究の発展な どについては、い くつかの
ま と まっ た研 究報 告 が あ るの で、 それ を参 照 して い ただ きたい(Kracht1990;vanBremen
1990;Linhart1993;BefuandKreiner1992)。最近 は特 にオース トリアと ドイッで よ くまとまっ
た文献 目録 がい くつ も出版 されたので、 ドイツ語 圏内における 日本研究の動向について把握 する
こ とが 容易 にな った(FormanekandGetreuerl989;Getreuer1991;HadamitzkyandKocks
l990/93;01schlegerandStalph1990)。また、 ヴ ィー ン、 ボ ン、マールブル ク、ハ ンブルク、
トリアーなどの大学の 日本学科 では、毎年簡単 な年次報告 を出 してい るが、それには各大学で行
なわれてい る 日本関係 の講義録 やそれぞれの大学 に提 出 された修士論文 と博士 論文の リス トは未
だに公表 されてい ないので、 ここで は大勢 の関係各位 か らお送 りいただいた資料 に基づいて報告
す ることに した。貴重 な資料 を提供 して下 さった方 々に感謝 の意 を表す とともに、 まとめ方に行
き届か ない点があ るとすれ ば、 ご寛恕 を乞 う次 第であ る。
中部、北部 ヨーロ ッパ にお ける社 会科 学的 なアプローチ をとる 日本研究 は、 この10年 間で確 か
に大 きな発展 を遂 げたが、そ もそ もの出発 点が比較 的低 い水準 か らであ ったため に、他の、例 え
ば文学 などの分野 にお ける日本研 究 と比較 してみた場合 に、あるいは北米 にお ける日本 に関す る
社会科学的 な研究 と比較 した場合、未だ に若干の遅 れ をとっている ような印象 は否め ない。特 に
ドイッで は、伝統 的に文学 を中心 とす る文献学的な 日本学が支配 的であ り、現時点 において もそ
れが根強 く残 っていること、 また最近 は一般社会や政財界か らの、 さらにそれ に加 えて学生か ら
の現代 日本 に対す る研究へ の要望が大 き くなって きてい ることな どか ら、それ に答 えるための社
会科学 的なアプローチか らす る 日本研究 は、必要 な受 け皿 としてます ます重要 とな って きている。
ただ、そう した要望が外的諸事情 に依 るところ大 きい ため に、内部 の研究体制がそれ になかなか
即応 し難 い というのが現状 である。
文献学 的な 日本研究 との間の議論 、言 い換 えると日本研 究の本質 と目的に まつ わる議論 につい
ては、最近 出版 された リンハル ト(Linhart1993)、 そ して雑誌 「Japanstudien」1994年 第1号 と、
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ベ フ、 ク ライナー(BefuandKreiner1992)の学界動向 に関す る紹介 を参照 されたい。
2.研 究体制
先 に触 れたこの10年 間の間 に行 なわれた飛躍的な発展 は、主に社会科学 的な分野 における 日本
研究 のた めに新 しく設置 された様々 な研 究体制への著 しい評価 の うちに うかがうこ とがで きる。
主 に社会科学 の分野 にお ける日本研 究のために、 この10年 間に多 くの研究機 関や施設(国 公立 の
研究機関、大学、博物館、そ して新 しく組織 された研 究団体)が 新設 された。
2.1.研 究機関
まず、北欧 はス カンジナ ビア諸国の協 同運営 で、以前 よ り活発 な研究活動 を続 けているだけで
な く、 日本研究 よ りもっと広 い範囲 のアジ ア全体 に及ぶ研 究 を行 なっている コペ ンハ ーゲ ンの
NordicInstituteofAsianStudies(北欧 アジア研 究所)、 また、ス トックホルム大学 の経済学部
には、新 たに 日本の社会 と経済 に関す る総合 的 な研究 を委託 されたTheEuropeanInstituteof
JapaneseStudies(ヨ ーロ ッパ 日本研究所)が 設立 された。 オランダで最近新 しく設立 され たの
は、 ライデ ンのInternationalInstituteforAsianStudies(国際 アジア研 究所)と アムステル ダ
ムのCentreforAsianStudies(アジア研 究セ ンター)で あるが、 ここで は学際 的な 日本研 究が
目指 され てい る。 ヴ ィー ンで は10年 ほ ど前 に オース トリア学 士 院 にInstitutfUrGeistesges-
chichteAsiens(ア ジ ア思 想史研 究所)が 設立 され て、 そ こで は ヴィー ン大学 のSeppLinhart
教授の指導の下で現代 日本の社 会問題 に関す るい くつ かのプロジェク トが行 なわれて いる。そ し
て、 ドイ ッで は以前 よりハ ンブルクのInstitutf?Asienkunde(ア ジ ア研 究所 〈第三セ クター〉)
と ミュンヘ ンのifoInstitutf?Wirtschaftsforschung(経済研 究所)が 、 日本の政治 と経 済 に関
す る研 究 を進 めてい る。 なお、東 京 には1993年 に創立120周 年 を迎 えたDeutscheGesellschaft
f?Natur-undV?kerkundeOstasiens(OAG、ドイ ッ東 洋文化研 究協 会)が 、現代 日本 の諸問
題 を含 めた幅広い 日本紹介 を行 な ってい る。 その出版 活動 の中か ら、 ここで はRothacher1992
を挙 げ てお く。 そ して、そ れ に比 べ る と まだ歴 史 は浅 いが、1987年 に設立 されたベ ル リンの
Japanisch-DeutschesZentrumBerlin(ベル リン 日独 セ ンター、ベ ル リン州政府 と日本の外務省
の協 同出資に よって運営)が 主 に学会等 の場 を提供 しているのに対 して、 ドイッ連邦共和国政府
教育科学研究技術省 の海外学術研究機関の一つ と して、1988年 東京 に設立 されたPhilipp-Franz-
von-Siebold-Stiftung,DeutschesInstitutfurJapanstudien(ドイツー 日本研 究所)は 、近現 代
の 日本に関す る広 汎で総合 的かつ学 際的な研究活動 を行 なっている。
2.2.大 学の研 究施設
さて、各 国の大学 に設置 された研究施設 は、 まず オランダで は 日本 に関す る研 究の一切 を、国
立 ライデ ン大学 のCentrumvoorJapanologieenKoreanistik(日本 ・韓国研 究セ ンター)に 集
中 させて、KurtWernerRadtke教 授(思 想 史、国際政治、外 交政策)とJanvanBremen教授(文
化 人類学)が 社会科学 の分野 に関す る 日本研究の講座 を担 当 している。 なお、同大学 には1985年
に新 しく日本 の物 質文化(工 芸美術 を含 む)に ついての講座が 開設 されて、WillemvanGulick
教授 が担 当す るよ うにな った。 スカ ンジナ ビア諸 国で は、コペ ンハ ーゲ ン大学 のKirstenRefs-
ing教 授(民 族 学)、ArneKalland教 授(社 会 人類 学)と 、010fG.Lidin教 授(思 想史研究)、
ノルウェーではオスロ大学 のArneRのkkum教 授(民 族学)の 名 を挙 げるこ とがで きる。そ して、
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スウェーデ ンのス トックホル ム大学の東洋研 究部が最近取 り上げてい る一連の研 究活動 は大いに
期待で きる と思 う。
ドイッ語 圏 に話 を移す と、ヴ ィー ン大学(AlexanderSlawik,SeppLinhart)では昔 か ら民族
学 と文化人類学的 ・社会学的 な研 究傾向が強 く、そ こか ら社会科学的なア プローチ をとった 日本
研究 は、 ボ ン、マ ールブル ク、そ してデ ュイス ブル クの各大学 などに広 が り、今では トリアー、
エ ルラ ンゲ ン、ケ ル ン、そ してイエナの各大学 な どで も現代 日本 を対 象 と した社 会科学的な研 究
が 重視 され る ようにな って きた。政治 学の分 野 にお ける 日本研究 は、ハ レ大学 のGesineFol-
janty-Jost教 授 と、 ハイデルベルク大学 のWolfgangSeifert教 授、経 済学で はマールブル ク大学
のErichPauer教 授 、ベ ル リン 自由 大 学 のSung-JoPark教 授 、 ボー フ ム大 学 のWolfgang
Klenner教 授、 そ してデ ュイスブル ク大学 のWernerPascha教 授が既 にま とまった カ リキュ ラ
ム を提供 している。
現在 の ドイッで は20か 所の大学 に 日本研 究 の講座が置かれていて、40人 の教授のポス トが用 意
されている(因 み にそれは多 くの場合 にた った一人 の教授が 日本研 究の全分野 を担当す ることを
意 味 している)が 、今 の ところその内の10人 のポス トが空席で ある し、又教授のポス トに採用 さ
れる資格 を持つ若手研究者 も見当 た らないので 、これは ドイッにお ける 日本研究の将来の発展 の
ために大変深刻 な事態 である といって よい。 また、 この40人 の教授ポス トの内、約15の ポス トは
経 済学 を含 む社会科学 の分野 を専 門 とす る教授 のための ものであ るので、その意味で も今後 この
分野 は もっ と増 やす必要が あるので はないか と考 えている。
ここで ドイッにおける新 しい傾向 として次 の3点 を述べ る必要があ る。それ はまず第一 に、現
在 多 くの大学 には一 人ない し少数の教授が担 当 している 日本研究機関がそれぞれ所属学部 に分散
して設置 されているが、各大学(例 えば、マ ールブル ク大学、 デュイス ブルク大学、 ミュンヘ ン
大学)が そ れ らを大学 内部で統合 した 日本研 究機 関(Japanzentrum)に 新 し く再編す る動 きが
あ ることであ る。 そ して第二 に、これまで専任教授 が一人 しかいなか った研究機関(例 えば、ハ
ンブルク大 学、ベル リン自由大学、 ボ ン大学 な ど)に 教授 ポス トを増やす こ とによって、授業や
研 究の幅 をこれ まで以上に拡張す る努力 を行 な っているこ とで ある。第三 は 日本研究 を専 門とす
る機 関以外 で も、一般 の学生 を対象 として現代 日本 につ いての講義 や ま とまったカ リキュラムを
提供 する動 きがあ ることである。例 を挙 げる と、 コンス タンツ大学の社会学部で は現代 日本の社
会 と文化 とい う講座 が置かれ、そ して私立 ヴ ィッテ ン ・ヘ ルデ ッケ大学 とコブ レンツ経営学大学
で もそれぞれ 日本 に関す る講座 を設 けている。
2.3.博 物館
次 に博物 館の存 在 はこの分野 にとってやは り大 きな意味 を持 っている と思 われる。特 に、世界
で最 も古 い歴史 を誇 るライデ ンの オランダ国立民族学博物館 の東洋部 では、 日本部 門の担 当学芸
員で あるMatthiasForrer氏 とKenVos氏 が、現在 オラ ンダ政府 の実施 して いる、 いわゆ るデ
ルタ ・プログラム(オ ランダに残 されてい る文化遺産 を保存す るために、オ ランダ全 国で行 なわ
れてい る調 査研究 プロジェク ト)の 一環 として、 同館 に保管 されている 日本関係 コ レクシ ョンに
関す る調査 を担当 して いる。 また、 このデル タ ・プログラム とはスケールは違 うが 、オスロ大学
附属民族学博物館で も同 じような企画、すな わち同館 の全ての コレクシ ョンを新 しく整理 し直す
作業が、最近ArneRokkum館 長の指導の下で完結 した。
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バ ーゼ ル市立民族 学博 物館で は、1993年 にGerhardBaer館 長 の指導 の下で開催 された現代 日
本の生活文化 を紹介す る特別展 が注 目を集め た(BaerlocherandBircher1993)。また、 ケル ン
市立民 族学博 物館 で は1987年 に同館 の収蔵 品 を中心 としたア イヌ民 族文化 の特 別展(Kreiner
and61schleger1987)を 開催 したが、その成功 によって 同展 は1989年 ブ リュ ッセルの 「ユ ーロ
パ リア'89」 に も、特別展 と して出品 された(Kreinerand61schleger1989a,1989b)。
それに比べ て、ハ ンブルク市立民族学博物館 、 ミュンヘ ンのバ イエ ル ン国立民族学博物館、 そ
して ヴィー ンの オース トリア国立民 族学博物 館で は、長期 にわたって担当学芸 員の席が 空席で
あ った り、また博物館 の改築 などに伴 う様 々な不利 な条件 によって、最近 の研究活動 は下火 になっ
ている。 ライプ ツィヒ市立民族学博物館 のコ レクシ ョンの保存状態 はあ まり良 くないが、 そのこ
とが かえ って同館 の これか らの研究活動 に期待 を寄せ るこ とに もなろ うか と考 えてい る。
博物館 の収蔵作 品 を対象 とす る調査研究 では、ボ ン大学が1983年 か ら86年 にか けて、旧 ソ連 を
除 く全 ヨー ロ ッパ に及 ぶ博物館 ・美術館 な どに所蔵 されている琉球 とアイヌ文化 に関す るコ レク
シ ョンについて、筆者 の指導 の下で総合 的な実地調査 を行 なったが、 この調査 は ドイッ連邦共和
国政府 の科 学研究 費 と トヨタ財 団の助成 に よって漸 く実現す るこ とがで きた。 そ して、 この調査
で得 られたデー タを基礎 として、沖縄県 の浦添市美術館(1992年)と 東京国立'博物館(1993年)
でそれぞれの里帰 り展 が開催 された(図 録 は ドイツー 日本研 究所1992、 及 び東京 国立博物館1993)。
この調査 の総合研究 の最終 的な報告書が未 だに出版 されていないのは残念 なこ とで あるが 、各博
物館 が所蔵 しているアイヌ関係 のコ レクシ ョンにつ いては公表 されている(Kreinerl993)。
2、4.学 会の組織化
次 に、全 ヨー ロ ッパ 規模 の 国際 的 な学会 の組 織、例 えばEAJS(EuropeanAssociationfor
JapaneseStudies、 ヨー ロ ツパ 日本 研 究 協 会)、EAJRS(EuropeanAssociationofJapanese
ResourceSpecialists、 日本 資料 専 門家 欧州 協会)、.TAws(JapanAnthropologyWorkshoP、
日本の人類 学研究 会)、 あ るいはEUの 枠 内でのエ ラス ムス ・プ ログラム(TheLeidenGroup
ofJapaneseStudies)を 別 に して考 える と、最 近特 に中部 ヨーロ ッパで は、社 会科学 的 な 日本
研究 の分野 における研究者 の組織化が進 め られて きた。 そ して、それに よって学際的、国 際的な
研究協力 の可能性 も生 まれて きた。 それにつ いて まず第一 に触 れなければな らないのは、1990年
に組織 され たGesellschaftfurJapanforschung(ドイツ語 圏 日本研 究学会)で あ る。 この組織 は
1972年 来 お よそ一年半 ご とに定期的 に開催 されて きた ドイツ、 スイス、オース トリアな どの 日本
研究者 を中心 とす る国際会議(DeutscherJapanologentag)の事務局 を担 当す る ようにな り、 さ
らに学会 誌 「Japanforschungen.MitteillungenderGesellschaftf?Japanforschung」を連絡紙
として発行 している。 この学会 にお ける社会科学 的な研究活動 の影響力 は、文献学、文学 的な従
来か らの伝統 的な 日本研究 と並 んで 、これか ら次 第にその比重 を増 して くる とみて よいだろ う。
また、その 中で最近発足 した 日本の宗教 を取 り上 げる研究会ArbeitskreisReligionの 中心 とな っ
ているの は、 トリアー大学 のKlausAntoni教 授 であ り、将来的 には各分 野の研 究会が活発 に行
なわれる ようになるこ とを期待 して いる。
また、社会科学的 な 日本研究 を中心 とす る研究者 は二つ の違 った学会 を設立 した。す なわち、
一つ は ドイツの若手研究者で構成 されていて、 日本語 の文献研究 と日本 での実地調査 に重 点 を置
いた研究活動 を行 なってい るVereinigungf?SozialwissenschaftlicheJapanforschung(事務 局
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は回 り持 ちで現在 ミュンス ター大学 が担 当 し、不 定期 に連 絡紙Newsletterを 発行)で 、このグルー
プは、毎年12Aに 一つのテーマ を決 めた年次大 会 を開催 して、その報告書 を出版す るこ とも試 み
て いる。 その一つの例 としてVereinigungfurSozialwissenschaftlicheJapanforschung1992を
挙 げ て お く。 また、そ れ とは対 照 的 に、Deutsch-JapanischeGesellschaftf?Sozialwissens.
chaften(日 独社 会科学 学会、 中心 にな って い るの はザ ール ブ リュッケ ン大学 のHans-Joachim
Kornadt教 授 とコ ンス タンツ大学 のGiselaTrommsdorff教 授;不 定期 に連絡紙Rundbriefを 発
行)は 、 日本語の文献 は読 めないけれ ども、 日本 の社会 な どについて研究 している ドイツの研 究
者、及び ドイッ との関係 が深 い 日本 の研究者が不定期 に集 まって、一つ の学会 を構成 して いる。
なお、1994年 には大 阪でその第3回 大会 を行 なったが 、その第1回 大会 の報告書 は最近 出版 され
た(KornadtandTrommsdorff1993)。
Deutsch-JapanischerWirtschaftskreis(日独経済学 ・社会科学 シ ンポジウム)は 、東京大学の
有沢広 巳教授 が中心 となって、 ドイツ と日本 の経済学者 に よって1966年 に初めて開催 されたが、
その後大 河内一男東京大学教授 を経 て現在 の責任者 は 日本側 は松 田智雄東京大学名誉教 授、 ドイ
ッ側 はWolfgangKlenner教 授が なってお り、10回 目の会合 は1993年 にボ ーフムで開催 された。
報告書 と して はHacksetal.1990な どが あ る。 また、 同 じよ うにDeutsch-JapanischerGeo9-
raphenverband(日 独地理学 者会議)は 、 ボ ン大学のGerhardAymans名 誉教授 、デ ュイス ブル
ク大学のWinfriedFIUchter教 授、 そ して明治 大学の石井素介名誉教授 と関西学 院大学 の浮田典
良教授 が中心 となって、不定期 なが ら国際会議 を開催 して出版活動 を行 なってい る。報告書 と し
てはFIUchter1994を 例 と して取 り上げてお く。
3.研 究 プ ロ ジェ ク ト
この ような研究体制 を基礎 としたい くつかの長期的で しか も学際的 な、あ るい は国際的な研 究
プロジェク トが最近注 目を集め てい る。 ここで はその例 として、 カ ッセル大学で教 育学 を担 当 し
てい るUlrichTeichler教 授 が中心 となって、 フ ォル クス ワーゲ ン財団か ら助成金 を得 て 日本 の
教育及 び雇用制度 を比較研究 してい るプロジェク ト 「教育制度 と雇用 システムの相互関係一 日独
比較研究一」 を紹介 しておこう。 この プロジェク トは全体 としてさらに3つ の具体 的なプロジ ェ
ク トに分 け られるが、それぞれはTeichler教 授 、バーゲ ン放送大学 のWalterGeorg教 授 、そ し
てボ ン大学 の社会科学科主任教授 のFriedrichFurstenberg氏 が担当 してい る。その中間報告 と
して、1993年 に東京 の ドイツー 日本研究所で国際 シンポジウム 「日本 におけ る教 育 とキ ャリア」
が開催 されたが、その報告書 は近い 内に出版す る予定であ る(DemesandGeorg,1994)。また、
ベル リ ン自由大 学 のIrmelaHijiya-Kirschnereit教 授 に よって進 め られ てい る、SunriseLex-
ikonの プロジ ェク ト(担 当 はWolfgangHadamitzky)も重要 である。 これは初め てコ ンピュー
ターを中心 とした最新 のデータを含 めた 日本事典 を目指 しているが、その実質的な実現 は遅 れが
ちで、収録 されている項 目を見 ると、や は り文学 などの伝統 的な 日本研 究の項 目の方が よ り進 ん
でいる とい う印象 を受 ける。 それは恐 ら く、社会科学の分野 にお ける日本研 究者 が、教育者 とし
ての立場 や大学 や所属機 関での役職 による多忙 な職務 に追 われて手が回 らな くな っているためで
はないか と思 われる。次 に、 ヴ ィー ン大学の 日本研 究所 と先 に触れた オース トリア学士 院のアジ
ア思想史研究所 は、長年 にわたって 日本社会の高齢化 を取 り上 げて きたが、 これは ヴィー ン大学
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のSeppLinhart教 授 に よって実施 された研究 で、既 に優 れた研究成果 を発表 してい る(Linhart
andW?s1984;Maderdonner1987)。なお、最近で は研究対象 をむ しろ 日本の文化 におけ る 「遊
び」の役 割 と意味 を中心 とした、 レジ ャー社会 の研究 にシフ トし、 このテ ーマ によって1995年 春
にヴィー ンで国際会議 を開催す る予定 とのこ とで ある。 ボ ン大学 は 日独交流史、あ るい は中国 ・
四国地方 を中心 とした 日本 の地方 史の研究 を進 める計画 を立 ててお り、文献収集 は既 に終 えて、
具体的な研 究 に取 り組 み始 めた。そ して、先 に も触 れた ように、 同大学で実施 された ヨーロ ッパ
の博物 館 ・美術館 に収 集 されている 日本 関係 コ レクシ ョン(ア イヌ と沖縄の コ レクシ ョンを中心
と して)の 調査 は、 まだ整 理 を継続 している ところである。なお、 ドイッー 日本研究所で は、開
設当初か ら約4年 間 にわた って共同研 究プロジェク トとして 「戦後 日本 の価値観の変化」 に取 り
組み(AspectsofvaluechangeinGermanyandJapan,1993)、特 に個 人主義 と性 的平等の問題
を中心 に した世論調査 も実施 した。 この報告書 は近 い内 に発行す る予定で ある(61schlegeret
al.,1994)。 今後 は取 り組 むテーマ を幾分変更 して、戦後 日本 の家族 の変化 と 日本 にお ける経済
政策 との二つのテ ーマ を中心 に展開 させてい く予定 であ る。
4.分 野別の研究動向
さて、 ここで見方 を変 えて、それぞれの分 野 ごとにここ10年 間 に行 なわれた主 だ った研 究活動
に焦点 を合 わせ てみ たい。
4.1.ヨ ーロッパ にお ける日本像
ヨーロ ッパ における 日本像 とこれ によって形成 された、 ヨーロ ッパない し各 国の 日本研 究の動
向 を取 り上げ る研究 は非常 に活発 であるが、特 に注 目すべ きもの は、PeterKapitzaが 編 集 して
出版 した、16世 紀 か ら19世 紀半 ばに至 るまで の ヨーロ ッパ 思想史 におけ る日本像 に関す る文献
(Kapitza1990)で あ る。 そ して、 筆 者(Kreiner1990)と 、 ベ フ、 ク ライ ナー(Befuand
Kreiner1992)は ヨーロ ッパ の思想史 を通 じて、変化 して きた 日本像 を追い なが ら、各国の 日本
研究 の起 点 となっている ものを立 ち入 って検討 している。 なお、比較文学 の研究者 と して の立場
か ら、 ヨーロ ッパ にお ける 日本像 と日本研究 の盲 点 を分析 したIrmelaHijiya-Kirschnereitの 著
作(Hijiya-Kirschnereit1988)は、注 目すべ きものであ る。 そ して、 この研究 分野 に対 して は
1993年 に開催 され た二つ の展覧会 、す なわち、バ ーゼル市 立民族学博物館 で開催 された"Japan:
Selbstbild-Fremdbild"「 日本の 自画像 と外か ら見 た 日本」(BaerlocherandBircher1993)と、
国際交流基金の多大な助 成で実現 したベル リンにおける特 別展"JapanundEuropa,1543-1929"
「日本 とヨー ロ ッパ との文化交 流」(Croissantetal.1993)が 多大の影響 を及ぼ した。
4.2.地 理学
地理学 の分野 では、最近特 にデ ュイス ブルク大学 のWinfriedFl?hter教 授が 中心 になって研
究活動 を行 なってい る。彼 が所 属 している同大学の研 究所で は日本の地域 開発 、一極 集中 と地価
の諸問題、そ してテ クノポ リス計画な ど多 くの研 究が進め られてい る。なお、テ クノポ リスの問
題 につ いて は、マ ール ブル ク大 学 のErichPauer教 授 とコペ ンハ ーゲ ン大 学 の大学 院生Sam
K?nauSteffensens氏 も研究 に取 り組 んでい る。地理 学 の分 野で最近注 目を集め たのは、ボ ン
大学 に博 士論文 として提 出 された、 ドイ ツー 日本研 究所 の研究員RalphLUtzelerの 人 口地理学




社会学の分野で は、残念 なことに研 究のア ンバ ランスが特 に強 く感 じられ る。その中には、中
部大学 のUlrichM臧wald助 教授が取 り組んでい る家族社会学や 日本家族史の研 究 と、ボ ン大学
のKorneliaErlen女 史が同大学 に提 出 した家 制度 につ いて まとめ た卒業論 文(Erlen1993)も
あるが、この分野 は ドイツ、そ して ヨーロ ッパで はあま り研究が進んでいない と言 える。一方、
労働 ・産業社会学 の分野 では近年新 しい研究が次 々に発表 され た。 まず、 ヴ ィーン大学に博 士論
文 を提 出 したWolfgangHerbert氏 の研究(Herbert1992,1993)、 そ して ドイツー 日本研 究所 の
元研 究員BettinaPost-Kobayashi女 史 とH:elmutDemes氏 の研究が ある し、ハ イデルベ ル ク大
学のWolfgangSeifert教 授 は労働運動 を、そ してボ ン大学のFriedrichF?stenberg教 授 はや は
り労働者 問題 を取 り上 げている等 、この分野 では幾分 蓄積 された研究が見受 け られる。そ して、
教育、 あるいは青年社会学 の分野 で は、 カ ッセル大学 のUlrichTeichler教 授 、 コンス タンッ大
学 のGiselaTrommsdorff教 授 、そ してザール ブ リュッケ ン大学 のHans-Joachim:Kornadt教 授
等 の 最 近 の研 究 が あ る。女 性 史、 また ジェ ン ダ研 究 の分 野 で は、 デ ュ ッセ ル ドル フ大学 の
MichikoMae教 授 と、ボ ーフム大 学の11seLenz教 授が最 近新 しくその講座 を設 けた ことで注
目されている。そのほか に もハ イデ ルベ ルク大学 のWolfgangSeifert教 授 は女性運動の歴 史 を、
そ して、ス トックホルム大学で はTatianaDahlgren女 史が文学研 究か ら女性 史研 究 に近づ いて
いる。 これ は ドイ ッー 日本研究所 のHilariaG?smann研 究員 と、LisetteGebhardt研 究員 の両
氏 に も共通 する傾 向である。 なお、 日本人移民 の問題 、特 に南米ボ リビアを中心 とす る日本移民
の社 会 を研 究対 象 と して取 り上 げ て い る の は、 ドイ ツ ー 日本研 究 所 の研 究員HansDieter
61schleger(61schlegerandK?ig1994;61schlegerandK?ig,1995)のみであ る。
4.4.政 治学
政治学 の研 究ではい くつかの まとまった著作 があ り、例 えばハ ンブルクのアジア研 究所 は毎年
日本 の政 治 ・経済 について の概要 を出版 し(Poh11992)、 ボンの ドイッ外 交政策研究会 か らも
非常 にま とまった ものが刊行 された(MaullandFuhrt1993)。個 人で言 えば、 ミュンス ター大
学 のPaulKevenh?ster教 授(Kevenh?ster1990)と、 ライデ ン大学 のKurtWernerRadtke
教授(Radtke1990)、 ハ レのGesineFoljanty-Jost教 授 、ハ イデルベ ルクのWolfgangSeifert
教授等 をは じめ とす る研究者の活躍 もあ るので、 この分野 は一応 十分に業績 を上 げるこ とがで き
た といって よい。
4.5.経 済学
経済学 は他 の分野 と比べ る と比較 的ま とまった研究が多 いが、特 に目立つの は、最近総合 的に
よ くま とまった入 門書が 出版 された こ とであ る(Pascha1994;Demesetal.1994)。しか も、
新 しいテーマが次 々に取 り上げ られている。例 を挙 げ ると、最近注 目されてい るの は、 日本の企
業が海外 で、特 にヨー ロ ッパで行 な っている投資 活動 、ジ ョイ ン ト・ベ ンチ ャーなどの問題、そ
してそれに伴 う、例 えばいわゆ る日本的経営 の応 用 と文化摩擦 、社会摩擦 な どの諸問題 は、特 に
ス トックホ ルム大学の ヨーロ ッパ 日本研 究所 の中心テ ーマの一つ になっている と見受 けられ る。
また、ベル リン、デ ュイスブルク、そ してボ ーフムの各大学で もこの ような研究 は進 め られてい
る し、 最近 ドイ ッ ー 日本 研 究 所 で この テーマ に関 す る報告 書 が ま とめ られ た(Tokunaga,
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AltmannandDemes1992;Nakamura,DemesandNagano1994;Waldenberger1994)。また、
同研 究所の研究員MartinHemmertは ケル ン大学 に提 出 した博士論文で 、 日本経済の二重構造 と
系列 な どの問題 を取 り上げ た(Hemmertl993)。 そ して、流通 制度 につ いて は、最 近ユニ ーク
な研究 としてマ ールブル ク大学 に提出 されたHendrikMeyer-Ohle氏 の博士論文が ある。
4.6.宗 教の研究
宗教 の研究で は、仏教や道教 よ りも神道 に関す る研 究が注 目を集めている ように思 われる。こ
の分野 につ いての まとまった紹介 として は、ミュンヘ ン大学のCarlSteenstrup教 授(Steenstrup
1982)が デ ンマ ークで出版 した ものが あるが 、最近 の研 究では トリアー大学のKlausAntoni教
授 が宗教 学の立場 か ら天皇制 の研 究 に取 り組 んでいる(Antoni1991)。 北 欧で は、 コペ ンハ ー
ゲ ン大学 のArneKalland教 授 が神道 の儀礼 と祭礼、 また民 間医療法 と宗教 について、そ して オ
ス ロ大学のArneRokkum教 授 はシ ャーマニズムを研究 している。
思想史全体 について は、 ミュ ンヘ ン大学のCarlSteenstrup教 授 が1980年 に出版 した著作 は、
近 い内にそ の英語版 が刊 行 される予 定であ る。 コペ ンハ ーゲ ン大学 のOlofLidin教 授 の儒教研
究、 そ してライデ ン大学 のJanvanBremen教 授 と京都大学 の米 山俊直両教授 に よる安 岡正篤 に
つ いての協同 プロジェク トもここで指摘 しておか なければな らない。最後 にChristianOberl舅-
der氏 が1994年 にボ ン大学 に提 出 した博士論文 のテーマであ る 「明治中期 にお ける漢方 医学 の動
き」 も、この思想史 の分野 に入 れてよいので はないか と考 える。
4.7.民 俗学 ・民族学
民俗 学 と民族学 の分 野で は、最近新 しい研 究が ほ とん ど見当 た らない。ただ一人、ArneKa1-
land氏 に よる和 歌山県新宮 を中心 とす る村落研究が ある(Kalland1981;Kalland,inprint)。ま
た、 この研 究 を基礎 として九州北部 で行 な った実地調査 を踏 まえて、同氏 は近年 日本 の捕鯨 に関
す る一連の論文 も発表 してい る(cf.KallandandMoeranl992)。
4.8.日 本の少数民族 ・文化
日本の少数民族 ・文化 について は、 アイヌの研 究が近年著 しく盛ん にな ったのではないか と思
われ る。 これは、特 に1980年 代 に入 って ま もな くNorbertAdami(1980;1991)による文献 目録
が 出版 され、 また、 ボ ン大学の既 に何度 も触 れてい る ヨーロ ッパの博物館 などにお けるアイヌ関
係 コ レクシ ョンを整理す るプロジェク トが進 め られるこ とによって、 ケル ン市立民族学博物館、
ブ リュ ッセルの 「ユ ーロパ リア'89」 、そ して1995年 は じめ に開催 され る大英博 物館民族 学部 門
(MuseumofMankind)でのアイヌ特別展 に続 いて、い くつ かの著作 が相次 いで出版 され たか
らで ある(61schleger1989;ヴ ィー ン大学名誉教 授slawik1992;そ して ス トックホル ム大学 の
KatarinaSj?erg女 史 は最 近 の 日本 に お け るエ ス ニ シ テ ィーの 問題 を取 り上 げた、Sj?erg
1993)。 言語学 的研 究で は、KirstenRefsing(1986)とHansAdalbertDettmer(1989)両氏 に
よるアイヌ語 の研 究書が著 されてい る。 また、ボ ン大学 は1987年 に国際 シンポジウム 「ヨーロ ッ
パ にお けるアイヌ文化研 究」 を開催 したが、 その報告書 は1993年 に ドイッー 日本研究所 か ら出版
された(Kreiner1993)の で、 これが将来の アイヌ研究 にとって一つ の基礎 となるこ とを願 って
いる。
さて、アイヌ研究 に比べ る とヨーロ ッパ における沖縄研究 は未だに非常 に数が少 ない。 これ ま
でに何度 も触 れて きたボ ン大学 で実施 した博物館 のコ レクシ ョンについてのプロジ ェク トがあ る
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が、それに よってベ ル リン、ケル ン、 ヴ ィー ンな どの博物館 に所蔵 されているコ レクシ ョンが注
目され るようにな り、1992年 には浦添市美術館 において里帰 り展 を実現す るこ とがで きた。また、
1994年10月 初旬 にボ ン大学で開催 されたEAJRSの 第5回 大会 をきっかけに して、 ドイツー 日本
研 究所 が主催 した 「ヨーロ ッパ における琉球 の歴 史 と文化 に関する資料」 シ ンポジウム もこの分
野の今後の研究 に刺激 を与 える ことになろ う(Kreiner,inprint)。
5.総 括
最 後 に 、 こ う し た 研 究 動 向 を 総 括 す る と 、 経 済 学 の 分 野 に お け る 研 究 は 著 し い 発 展 を 見 せ て お
り 、し か も そ の 研 究 が 比 較 的 高 い 水 準 に 既 に 達 し て い る の に 対 し て 、社 会 学 的 な ア プ ロ ー チ を と っ
て い る 研 究 は 、 進 ん で い る 分 野 も も ち ろ ん あ る が 、 例 え ば 民 族 学 な ど の よ う に 、 む し ろ 後 退 し た
分 野 の あ る こ と も 注 目 し な け れ ば な ら な い 。 そ し て 、 労 働 ・産 業 社 会 学 は 今 後 ま す ま す 盛 ん に な
る と 思 わ れ る が 、そ れ と 比 べ る と 家 族 社 会 学 は ど ち ら か と い え ば 遅 れ て い る よ う な 印 象 を 受 け る 。
さ て 、 筆 者 が 一 番 遺 憾 に 思 っ て い る の は 、 現 代 日 本 の 日 常 生 活 ・生 活 文 化 に 関 す る 調 査 研 究 が 先
ず 無 い と い っ て よ い 点 で あ る 。 こ の 分 野 で はArneKalland(1986)氏 の 研 究 と バ ー ゼ ル 市 立 民
族 学 博 物 館 が 開 催 し た 展 覧 会(BaerlocherandBircher1993)が そ の 主 な も の で あ る が 、 今 後
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